
古墳時代前後の時代名称と新潟県のおもな古墳 

企画展開催にあたって 

古津八幡山遺跡は弥生時代から古墳時代にかけての日本列島の社会情勢や地域の歴史を考える上

で核となる重要な遺跡であることから、平成 17 年に国史跡に指定されました。また、古墳のある場

所については平成 23 年に追加指定されています。 

古津八幡山遺跡ではこれまでに計 21 回の発掘調査を行っています。発掘調査成果をもとに平成 20

年から順次整備を行い、第１次整備（弥生時代の復元ゾーン）、第２次整備（古墳時代の復元ゾーン）

が終わった平成 27 年から「古津八幡山遺跡歴史の広場」として一般公開・活用を行っています。 

史跡をより適切に保存・活用していくため、史跡内外における遺跡の状況を把握することを目的と

した発掘調査を平成 29 年度から行っており、重要な成果が得られています。本企画展では、この平

成 29・30 年度に実施した発掘調査（第 20・21次発掘調査）の最新成果を中心に紹介します。 

本企画展で使用する時代などの名称について 

本企画展では弥生時代について前期、中期、後期、終末期の４時期に区分しています。今回の展示

の中心となるのは、このうちの弥生時代後期と終末期で、邪馬台国の女王、卑弥呼が生きた時代と一

部重なる時期となります。なお、弥生時代の終末期については古墳時代早期と呼ぶ場合もあります。

弥生時代の実年代については諸説ありますが、弥生時代後期のはじまりは紀元後すぐくらい、古墳時

代前期のはじまりは西暦 250 年くらいと推測されます。
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古津八幡山遺跡空中写真 

古津八幡山遺跡竪穴住居（第 14次調査） 

掘立柱建物（SB1）調査風景（南西から） 

平成 29・30 年度の発掘調査（第 20・21 次発掘調査）について

平成 29・30 年度は、遺跡北東域の史跡指定地外（隣

接地）の場所において発掘調査（第 20・21 次調査）を

実施しました。調査地は標高約 50ｍの遺跡最高所から

北東へ一段下がった丘陵中腹域にあたり、標高約 25ｍ

の平坦面及び緩斜面域に位置します。これまでの発掘調

査や地形の状況などから、弥生時代の集落が史跡外北東

域に広がる可能性があることが以前から指摘されてお

り、それを確認するための発掘調査でした。発掘調査の

結果、古津八幡山遺跡で初となる掘立柱建物や、古津八

幡山遺跡で最大の竪穴住居が発見されるなど、古津八幡

山遺跡をはじめ、当時の社会情勢を考えるうえで非常に

大きな成果がありました。 

弥生時代の建物

弥生時代の建物には大きく分けて竪穴住居（建物）と掘立柱建物があります。竪穴住居は地面に穴

を掘って床と壁をつくり、柱を立て、桁と梁を組み合わせて屋根をかけてつくります。 

一方、掘立柱建物は地中に木柱を掘り立て、あるいは打ち込んで建てる建物で、床面は低い土間・

床敷のものと高床のものとがあります。建物の上屋は不明な点が多いですが、鏡や刀の飾りに表現さ

れた建物や出土建築部材などから復元が試みられています。 

古津八幡山遺跡における弥生時代の一般的な竪穴住居は、

平面が四角形で、四隅が丸みをもつ「隅丸方形」の竪穴住

居です。また、一辺は５ｍ前後の大きさのものが一般的で

す。壁際には排水や湿度調整などのためと考えられる溝（壁

溝）が巡ります。柱は基本４本柱で、中央には炉跡（焼土）

があり、壁際中央には貯蔵穴が１つ設けられます。また、

掘削した土砂を山側に周堤状に盛り上げ、さらに外側に周

溝をもつものも存在します。 

新たに見つかった掘立柱建物 

古津八幡山遺跡では、昭和 62（1987）年の第１次調査から平成 25 年の第 19 次調査まで、竪穴住

居が 50 棟以上見つかっていましたが、掘立柱建物は見つかっていませんでした。それが、平成 29・

30 年に実施した第 20・21 次調査において、初めて掘立柱建物が発見されました。 

確認された掘立柱建物は、柱間が１間×３間で、梁行約 4.5ｍ、桁行約 6.2ｍの建物と考えられ、

母屋面積約 28 ㎡を測ります。梁が長いことや、梁の中央外側で

柱穴が対の位置で確認されたことなどから、この建物は独立棟持

柱建物の構造になると推定されます。 

なお、周辺でも多くのピットが検出されています。これらのピ

ットから出土した遺物や、堆積した土の特徴などから、その多く

は弥生時代の掘立柱建物の柱の穴と推測されます。そのため、弥

生時代にはこの場所に複数の掘立柱建物が建てられていたと考

えられます。 
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平成 29・30 年度発掘調査（第 20・21次発掘調査）平面図 
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大形竪穴住居（SI1）全景（北西から） 

古津八幡山遺跡における弥生時代後期の土地利用図 古津八幡山遺跡における弥生時代終末期の土地利用図 

新たに見つかった大形竪穴住居  

平成 29・30 年の発掘調査で見つかった竪穴住居（SI１）は、やや丸みをもった隅丸方形の平面形

で、一辺約 9.5ｍと、長さが古津八幡山遺跡で一般的な

竪穴住居の約２倍もあり、面積にするとおよそ４倍にも

なる大規模なものです。古津八幡山遺跡の竪穴住居の中

では最大のものです。県内においても、この時期の竪穴

住居としては最大級といえます。 

この大形竪穴住居は、出土した土器から弥生時代の終

わり頃（終末期）の住居と考えられます。なお、壁際で

壁溝と考えられる溝が２条確認されていることから、一

度住居の建て替え（拡張）を行っていると推測されます。 

古津八幡山遺跡の土地利用 

弥生時代後期には、外環濠の内側を中心に竪穴住居が密に分

布していることから、丘陵上の外環濠内部が主要な居住域とし

て利用されていたと考えられます。 

平成 29・30 年の発掘調査によって、北東側の標高約 25ｍと

一段下がった空間で新たに掘立柱建物群が発見されました。掘

立柱建物群の機能については今後の検討課題ですが、低地に比

較的近く、水や米などの物資を運び入れるのに好都合な立地で

あることから、それら建物群の一部は倉庫であった可能性が推

測されます。 

一方、弥生時代の終わり頃になると竪穴住居の分布が外環濠の

外側に広がる傾向が見られます。この時期はすでに外環濠の一部

が埋まり、環濠の機能が低下している段階です。平成 29・30 年の

発掘調査で見つかった大形の竪穴住居はその頃のものです。最高

所にある前方後方形周溝墓も同じ時期と考えられ、この時期にム

ラの中で有力者が台頭してきたことを示唆します。 

古津八幡山遺跡掘立柱建物（SB1） 

想像イメージ図 

古津八幡山遺跡における竪穴住居の大きさ 
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新潟県における弥生時代後期・終末期のおもな掘立柱建物 

県内における弥生時代の掘立柱建物

新潟県内における弥生時代後期・終末期の掘立柱建物の大きさはさまざまですが、３、４ｍ前後の

ものが多い傾向にあります。古津八幡山遺跡で初めて見つかった掘立柱建物（SB１）はこの時期の掘

立柱建物としては大きいものといえます。なお、上越市の子安遺跡では一定数の掘立柱建物が存在し

ますが、いずれも１間×１間の小規模なもので、小屋などの簡易な建物が想定されます。 

面積でみると、20 ㎡を超す掘立柱建物が存在するのは、古津八幡山遺跡のほかに、西岩野遺跡（柏

崎市）、釜蓋遺跡（上越市）、蔵王遺跡（佐渡市）に限られます。この３遺跡でいずれも独立棟持柱建

物がみられる点は注目されます。これら独立棟持柱建物の性格については、①神殿、②倉庫、あるい

は③神殿かつ倉庫、といった可能性が指摘されています。独立棟持柱建物がつくられた背景について

検討していく必要がありますが、いずれにせよシンボル的な建物であった可能性を推測させます。 
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県内における弥生時代の竪穴建物 

 新潟県内における弥生時代後期・終末期の竪穴建物の平面形をみると、円形と隅丸(長)方形の２種

類が確認できます。総体的には隅丸方形が大半を占めますが、村上市では円形の竪穴建物が多い傾向

がうかがえます。 

 また、県内にお

ける竪穴建物の

規模を見ると、一

辺が５ｍ前後の

ものが平均的な

大きさといえま

す。古津八幡山遺

跡で新たに見つ

かった竪穴住居

(SI１)のように、

一辺が９ｍを超

すものは非常に

少ない状況です。 

新潟県における弥生時代後期・終末期のおもな竪穴建物（古津八幡山遺跡を除く） 
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おわりに 

古津八幡山遺跡が発見されてから 30 年以上が経過しました。これまでに遺跡全体の約１/３が発掘

調査され、弥生時代の集落や古墳時代の古津八幡山古墳の状況などが明らかになってきました。 

一方、まだ不明な点も多く存在しています。平成 29 年度から再開した発掘調査は、史跡内外にお

いて調査が不十分な場所の状況把握を目的とした発掘調査です。その結果、遺跡の北東地区において、

古津八幡山遺跡で初めて掘立柱建物が見つかり、また、これまでに見つかっている中で最大の竪穴住

居が発見されるなど、当時の社会を考えるうえで重要な発見が相次いでいます。 

さて、大形の竪穴住居がつくられた時期は弥生時代の終わり頃の時期で、各地の豪族が大きな墳墓

を築く古墳時代の直前にあたります。大形の竪穴住居の性格や機能の解明については今後の課題とい

えますが、古津八幡山遺跡の最高所に築かれた前方後方形周溝墓もこの時期と推測され、次の古墳時

代の豪族へとつながる有力な首長層が台頭してくるなど、社会が大きく変わっていく当時の社会情勢

を反映している可能性があります。 

古津八幡山遺跡掘立柱建物（SB1）想像イメージ図 

古津八幡山遺跡大形竪穴住居（SI1）想像イメージ図 
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新潟県における弥生時代後期・終末期のおもな掘立柱建物 

新潟県における弥生時代後期・終末期のおもな竪穴建物 
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